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(57)【要約】
【課題】記録媒体の浮きを高精度に抑制できるシート材
搬送ユニットを提供する。
【解決手段】シート材搬送ユニットは、搬送ドラム９と
搬送ドラム９の外周面に装着された吸引プレート１０と
を有している。搬送ドラム９にはエアーポンプ等の吸引
手段に接続されるエアー吸引路としてのドラム吸引溝１
２が形成されている。吸引プレート１０は、ドラム吸引
溝１２に連通する複数のプレート吸引溝１６が形成され
た下層プレート１７と、多孔体１９と、多数の吸引穴４
が形成された上層プレート１８とを有している。サイズ
の小さい用紙２では塞がれない吸引穴４ｂが存在するが
、ここから流入する気流２０は多孔体１９により流体抵
抗を受け、これによりプレート吸引溝１６の負圧低下が
抑制される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアー吸引路を有するドラム状の搬送体と、
　吸引穴を複数有して前記搬送体の表面に巻き付けるように装着され、シート材を前記搬
送体の表面形状に沿うように吸着するための吸引部材と、
を備え、
　前記吸引部材の前記吸引穴と反対側には、前記エアー吸引路と前記吸引穴とを連通させ
る吸引溝が複数形成され、
　前記吸引穴から外部空気が流入する際に、流入方向における前記吸引溝よりも上流側に
流入抵抗部が存在するシート材搬送ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載のシート材搬送ユニットにおいて、
　前記流入抵抗部が、前記吸引穴と前記吸引溝との間に設けられた多孔体であるシート材
搬送ユニット。
【請求項３】
　請求項１に記載のシート材搬送ユニットにおいて、
　前記流入抵抗部が、前記吸引穴自体であり、前記吸引穴は矩形状をなすシート材搬送ユ
ニット。
【請求項４】
　請求項３に記載のシート材搬送ユニットにおいて、
　前記吸引穴の縦横比が１０以上であるシート材搬送ユニット。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１つに記載のシート材搬送ユニットにおいて、
　前記吸引溝がジグザグ形状を有するシート材搬送ユニット。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１つに記載のシート材搬送ユニットと、前記エアー吸引路に接
続される吸引手段とを有するシート材搬送装置。
【請求項７】
　請求項６に記載のシート材搬送装置を備えた、液体を吐出する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート材搬送ユニット、シート材搬送装置及び液体を吐出する装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、用紙等の記録媒体を搬送ドラムに固定して、搬送ドラムの外周面に近接して配置
された記録ヘッドから記録媒体に向かってインクを吐出して画像を形成するインクジェッ
ト記録装置が知られている。
　搬送ドラムへの用紙の固定方法としては、エアー吸引方式が知られている。この方式で
は、搬送ドラムの表面に複数の吸引穴を有する薄肉の吸引プレートを巻き付けるように密
着させる構成となっている。搬送ドラムの内部をエアーポンプで吸引すると、搬送ドラム
の表面に設けられたドラム吸引溝に連通する吸引プレートの吸引穴が負圧となり、用紙は
吸引プレートに吸着される。
【０００３】
　しかしながら、エアー吸引力が不足すると用紙が搬送ドラムの表面から離れる「浮き」
という現象が発生する。浮きは、インクジェット方式で重要な用紙とヘッドとの間のギャ
ップが各ヘッド間で大きく変動することにつながり、所望の画像が得られない懸念がある
。ヘッド間ギャップの変動はインク滴の着弾位置精度に影響するからである。
　浮きの例としては、小サイズの用紙の場合に塞がれない吸引穴からのエアー漏れによる
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吸引力低下によるものが挙げられる。また、厚みの大きい用紙のコシ力が大きいことに起
因する用紙端部（搬送ドラムの回転方向における先端部や後端部）の浮きなどが挙げられ
る。
【０００４】
　ヘッド間ギャップの変動につながる浮きを抑制するため、従来より様々な工夫がされて
いる。
　搬送ドラムの外周面にエアーポンプからのエアー吸引経路となる溝を複数本配置し、そ
の外周に吸引プレートを一枚巻く構成が記載されている（例えば、特許文献１参照）。吸
引プレートには搬送ドラムの溝と接続するプレート溝や吸引穴が設けられ、ハーフエッチ
ング加工で製作されている。
　プレート溝には流量を制限する絞り部が設けられており、この絞り部は用紙吸着位置に
応じて形状を変えている。特に大きな吸引力を必要とする用紙後端部に対応する部位では
、流量を大きくして吸引力を大きくする狙いから、他の領域よりも大きい絞り部を設ける
構成となっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の構成では、搬送ドラムの溝とプレート溝との接続箇
所に絞り部がある。換言すれば、吸引穴から離れた位置に絞り部がある。このため、用紙
サイズが小さくなって塞がれない吸引穴が存在する場合に、開放された吸引穴からプレー
ト溝へ外部空気が流入することに対する絞り部の抵抗が低い。これにより、用紙を吸着す
るための負圧が小さくなり、用紙の周囲部(先端部、後端部、側端部、角部等)の特に開放
された吸引穴近傍で吸引力が低下し、浮きが生じやすいという問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような現状に鑑みてなされたもので、記録媒体の浮きを高精度に抑制で
きるシート材搬送ユニットの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明のシート材搬送ユニットは、エアー吸引路を有する
ドラム状の搬送体と、吸引穴を複数有して前記搬送体の表面に巻き付けるように装着され
、シート材を前記搬送体の表面形状に沿うように吸着するための吸引部材と、
を備え、前記吸引部材の前記吸引穴と反対側には、前記エアー吸引路と前記吸引穴とを連
通させる吸引溝が複数形成され、前記吸引穴から外部空気が流入する際に、流入方向にお
ける前記吸引溝よりも上流側に流入抵抗部が存在する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、記録媒体の浮きを高精度に抑制できるシート材搬送ユニットを提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液体を吐出する装置としてのインクジェット記録
装置の一例の概要構成図である。
【図２】搬送ドラムに吸引プレートを装着する前の状態を示すシート材搬送ユニットの一
例の分解斜視図である。
【図３】搬送ドラムの周方向の部分断面図である。
【図４】搬送ドラムに吸引プレートを装着した状態を示すシート材搬送ユニットの斜視図
である。
【図５】吸引プレートを構成する各プレートの一例を示す平面図で、（ａ）は下層プレー
トを示す図、（ｂ）は多孔体を示す図、（ｃ）は上層プレートを示す図である。
【図６】搬送ドラムに吸引プレートを装着した状態での搬送ドラムの軸方向の部分断面図
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である。
【図７】ドラム吸引溝における負圧と風量との関係を示す特性図である。
【図８】第２の実施形態における吸引プレートの一例の平面図である。
【図９】図８で示した吸引プレートの構成を示す平面図で、（ａ）は下層プレートを示す
図、（ｂ）は上層プレートを示す図である。
【図１０】第２の実施形態における搬送ドラムの外周面の平面展開図である。
【図１１】図８で示した吸引プレートと搬送ドラムのドラム吸引溝との位置関係を示す平
面図である。
【図１２】図８で示した吸引プレートの吸引穴の形状における縦横比と流量との関係を示
す実験グラフである。
【図１３】吸引プレートの変形例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態を図を参照して説明する。
　まず、図１乃至図７に基づいて第１の実施形態を説明する。図１は、液体を吐出する装
置としてのインクジェット記録装置の全体構成図である。
　インクジェット記録装置１は、記録媒体としての用紙２が積層して収容された給紙部３
と、インク滴の吐出による画像形成部としての印字部４と、インク画像を乾燥させる乾燥
部５と、画像形成後の用紙２が排出されてスタックされる排出部６とを有している。
　本実施形態では、給紙部３、印字部４、排出部６をそれぞれキャスター付きの分離可能
な構成とし、これらを組み合わせてインクジェット記録装置１をシステムとして構成して
いる。この構成に限らず、インクジェット記録装置１全体を一体不可分の構成としてもよ
い。
【００１１】
　印字部４には、給紙部３から給紙された用紙２を周面に吸着して搬送するシート材搬送
ユニット７と、液体吐出ヘッドとしての記録ヘッド８とが設けられている。
　記録ヘッド８は、イエローのインクを吐出する記録ヘッド８Ｙと、マゼンタのインクを
吐出する記録ヘッド８Ｍと、シアンのインクを吐出する記録ヘッド８Ｃと、黒のインクを
吐出する記録ヘッド８Ｂｋとを有し、これらはシート材搬送ユニット７の周面に沿って配
置されている。
　記録ヘッド８は、用紙２の搬送方向と直交する幅方向における画像形成領域の最大幅に
対応する長さを有するフルライン型の記録ヘッドである。
【００１２】
　図２に示すように、シート材搬送ユニット７は、ドラム状の搬送体としての搬送ドラム
９と、搬送ドラム９の表面に巻き付けるように装着され、用紙２を搬送ドラム９の表面形
状に沿うように吸着するための吸引部材としての吸引プレート１０とを有している。
　搬送ドラム９は長手方向（軸方向）の両端に回転軸１１を有しているとともに、外周面
に複数のエアー吸引路としてのドラム吸引溝１２を有している。
　ドラム吸引溝１２は搬送ドラム９の周方向に沿って形成され、その周方向端部には、図
３に示すように、搬送ドラム９の内部に連通する接続穴１３が形成されている。図２に示
すように、吸引プレート１０は多数の小さな吸引穴１４を有し、搬送ドラム９の周面に沿
った形状を有している。
【００１３】
　吸引プレート１０は、１枚又は２枚の分割構成を有し、搬送ドラム９の外面に設けられ
るグリップ手段（省略）で周方向の先端部を止められて固定される。
　ドラム吸引溝１２やグリップ手段は、例えば特許文献１に記載の構成を採用できる。
【００１４】
　図２において、符号１５は吸引プレート１０における非開口部を示し、吸引穴１４が存
在しない非開口部１５は搬送ドラム９のドラム吸引溝１２の部位を塞ぐように配置されて
いる。
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　図４は吸引プレート１０を搬送ドラム９に装着した状態を示している。
　搬送ドラム９の内部には、接続穴１３に連通する吸引用流路が設けられている。該吸引
用流路は、搬送ドラム９の側面に設けられた配管やジョイント及び搬送ドラム９の回転軸
１１の内部に設けられた流路を介して、搬送ドラム９の外部に設けられたエアーポンプ等
の吸引手段に接続されている。
　エアーポンプを動作させて負圧を発生させると、吸引穴１４を介して用紙２が吸引プレ
ート１０の表面に吸着されて保持される。
【００１５】
　シート材搬送ユニット７とエアーポンプ等の吸引手段とによりシート材搬送装置が構成
される。
【００１６】
　図５に示すように、吸引プレート１０は、ドラム吸引溝１２に連通する吸引溝としての
複数のプレート吸引溝１６が形成された下層プレート１７と、吸引穴１４が形成された上
層プレート１８と、下層プレート１７と上層プレート１８との間に配置された流入抵抗部
としての通気性を有する多孔体１９とを積層した構成となっている。
　吸引プレート１０は、プレート吸引溝１６の長手方向が搬送ドラム９のドラム吸引溝１
２の長手方向と直交するように搬送ドラム９に装着される。
　多孔体１９としては、例えば、フェルト材、スポンジ材、フィルタ材などを採用するこ
とができる。
【００１７】
　図６に示すように、小さいサイズの用紙２を吸着する場合、用紙２で塞がれる吸引穴４
ａに対し塞がれずに開放される吸引穴４ｂが存在する。外部に開放された吸引穴４ｂから
気流２０が流入すると、吸引プレート１０のプレート吸引溝１６内の負圧が低下し、用紙
２の端部に浮きを発生させる要因となる。
　特許文献１では、上記のようにドラム吸引溝とプレート吸引溝との接続箇所においてプ
レート吸引溝に絞り部を設けて流入抵抗を得る構成としている。しかしながら、絞り部と
開口した吸引穴との間が離れているため、絞り部の流体抵抗作用が発揮される前にプレー
ト吸引溝に気流が流入して負圧低下を来たすこととなる。
【００１８】
　これに対し、本実施形態では、開放された吸引穴４ｂからの外部空気による気流２０の
流入方向において、プレート吸引溝１６よりも上流側に多孔体１９が存在する。このため
、開放された吸引穴４ｂから流入する気流２０は、プレート吸引溝１６に入り込む前に多
孔体１９を通過するため、ここで流体抵抗が生じ、プレート吸引溝１６の負圧低下が抑制
される。
　プレート吸引溝１６の負圧低下が抑制されるので、用紙２で塞がれた吸引穴４ａの吸引
力も殆ど低下しない。このため、開口した吸引穴４ｂに近い用紙２の端部の浮きが抑制さ
れる。
　本実施形態では吸引プレート１０を、２枚のプレートと多孔体１９とを重ねて構成した
が、多孔体構造を下層プレート１７と上層プレート１８のうち少なくとも一方にハーフエ
ッチング加工等により一体に形成してもよい。
【００１９】
　本発明と従来例（特許文献１）との違いを、図７に基づいて、ドレイン溝（ドラム吸引
溝１２）内の負圧と風量との関係から模式的に説明する。
　Ａ点は、サイズの大きい用紙の場合で、全ての吸引穴が塞がれている状態である。この
場合には流路抵抗が大きいので、本発明、従来例共に差はない。
　用紙サイズが小さくなって吸引穴の一部が開放されると、従来例では絞り部が吸引穴か
ら離れているので、流路抵抗が低い。このためドレイン溝内に入り込む風量が大きくなり
、ドレイン溝内の負圧は目標値を下回るＢ点レベルとなる。
　本発明では、吸引穴の近傍に位置する多孔体により流路抵抗を大きくしているので、用
紙サイズが小さくなって吸引穴の一部が開放されても目標値を上回るＣ点レベルの負圧を
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確保することができる。
【００２０】
　上記のように、本実施形態によれば、浮きを高精度に抑制できるとともに、さまざまな
サイズの用紙や厚紙への対応が可能となる。
　特に、より剛性の大きくコシの強い記録媒体（厚紙）を搬送ドラムに吸引することがで
き、用紙対応力の向上につながる。また大きな吸引力を必要とする用紙後端の吸引力を改
善して浮きを抑え、ヘッド間ギャップの安定による着弾位置精度の向上に寄与することが
できる。
　ヘッド間ギャップの変動を高精度に抑制できるので、画質向上を図ることができる。
【００２１】
　図８乃至図１３に基づいて、第２の実施形態を説明する。
　上記実施形態と同一部分は同一符号で示し、既にした構成上及び機能上の説明は省略し
て要部のみ説明する。
　図８は本実施形態における吸引部材としての吸引プレート２２を搬送ドラム９への装着
面と反対側から見た平面図である。
　吸引プレート２２は、搬送ドラム９への装着面側に複数の吸引溝としてのプレート吸引
溝２３を有し、表面側には複数の矩形状の吸引穴２４を有している。各プレート吸引溝２
３は矢印Ｆで示す搬送ドラム９の回転方向と直交する方向に延びている。
【００２２】
　図９に示すように、吸引プレート２２は、プレート吸引溝２３が複数形成された下層プ
レート２５と、複数の吸引穴２４が形成された上層プレート２６とを重ね合わせた構成で
ある。ハーフエッチング加工等により、１枚のプレートにプレート吸引溝２３と吸引穴２
４を形成してもよい。
　図１０に示すように、搬送ドラム９の表面には、搬送ドラム９の回転方向に平行にエア
ー吸引路としてのドラム吸引溝２７が形成され、ドラム吸引溝２７の一端部には吸引手段
への接続穴２８が形成されている。接続穴２８は上記実施形態における接続穴１３と同様
の目的で形成されている。
【００２３】
　図１１は、吸引プレート２２を搬送ドラム９の表面に装着した状態の平面展開図である
。ドラム吸引溝２７を接続穴２８を介して吸引手段により吸引すると、ドラム吸引溝２７
に連通したプレート吸引溝２３が負圧となり、プレート吸引溝２３に連通した吸引穴２４
により用紙２が吸着される。
【００２４】
　本実施形態では、流入抵抗部が吸引穴２４自体であり、吸引穴２４の矩形形状により流
入抵抗作用が発現する。
　吸引穴２４の縦横比が大きければ、面積に対して吸引穴２４の外周が長くなるため、通
風抵抗が大きくなり、流量が制限される。
　図１２は、吸引穴の縦横比と流量との関係を実験により調べた結果である。横軸は吸引
穴の縦横比を対数表示で表しており、縦軸は吸引穴を通過する流量を表している。
なお、吸引穴面積は固定である。
【００２５】
　図１２から、縦横比を１０以上にすると通風抵抗が大きくなことが分かる。従って、吸
引穴２４を縦横比１０以上の形状とすることで、開放された吸引穴２４を通過する空気の
流量を減らすことができ、負圧低下を抑制することができる。
　図１３に示すように、吸引プレート２２のプレート吸引溝２３をジグザグ形状にし、該
形状に沿って吸引穴２４を千鳥状に配置してもよい。
　このようにすれば、用紙２で塞がれずに開放された吸引穴２４から流入する空気はプレ
ート吸引溝２３がストレートな場合に比べて流れが阻害されるので、吸引穴２４の形状に
よる通風抵抗と相まって、負圧低下の抑制機能をさらに高めることができる。
【００２６】
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　本実施形態では、プレート吸引溝２３の流量を大きくしつつ吸引穴２４の流入抵抗を大
きくできるので、用紙の吸引力を大きくして浮きを高精度に抑制できるとともに、さまざ
まなサイズの用紙や厚紙への対応が可能となる。すなわち、用紙対応力の向上を図ること
ができる。
　ヘッド間ギャップの変動を高精度に抑制できるので、画質向上を図ることができる。
　また、吸引穴の形状のみで浮き抑制に対応できるため、吸引プレートの構成の簡易化、
ひいては製造コストの低減にも寄与できる。
【００２７】
　上記実施形態では、シート材の一例として用紙（記録媒体）を例示したが、本発明はこ
れに限定されず、ＯＨＰ（オーバーヘッドプロジェクタ）用フィルムや銅箔等のシート状
で搬送ドラムの形状に沿って吸着・搬送可能なシート材全てを対象とすることができる。
　また、インク以外の液体を吐出する装置にも同様に実施することができる。
【００２８】
　以上、本発明の好ましい実施の形態について説明したが、本発明はかかる特定の実施形
態に限定されるものではなく、上述の説明で特に限定しない限り、特許請求の範囲に記載
された本発明の趣旨の範囲内において、種々の変形・変更が可能である。
　本発明の実施の形態に記載された効果は、本発明から生じる最も好適な効果を例示した
に過ぎず、本発明による効果は、本発明の実施の形態に記載されたものに限定されるもの
ではない。
【符号の説明】
【００２９】
　１　液体を吐出する装置としてのインクジェット記録装置
　２　記録媒体としての用紙
　７　シート材搬送ユニット
　９　搬送体としての搬送ドラム
　１０、２２　吸引プレート
　１２、２７　エアー吸引路としてのドラム吸引溝
　１４、２４　吸引穴
　１９　多孔体
　２３　吸引溝としてのプレート吸引溝
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３０】
【特許文献１】特許第５３８４１２１号公報
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